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す。彼の仕事~t. ＇“Ueber das galvanische Verhalten der Kahle von Hanichi Muraoka aus 
Japan，，という見出しの13ページにわたる論文が，その頃この分野で最も権威ある学術誌 Annalen


































































































1 ）村岡重浪，「組父村岡純m馳のこと」，日本物理学会誌， 32~. 10号， 868～871(1977）。
2）“Ueber das galvanische Verhalten der Koble’＇， Annalen der Physik und Chemie, XIII, 307～ 
318 (1881). 
なお，この論文は，「学芸志林」 13巻， 187～210及び267～304，東京大学編纂，明治16年 (1883），に紹介
されている。
3）村岡純潟馳，「音色写函及ヒ音色座画」，東洋学芸雑誌；， 14号， 341～343，明治15年 (1882）。
4）村岡純潟馳，「音色写阿ノi精解」，東洋学芸雑誌， 16号， 433～435，明治16年（1883）。
5) Hanichi Muraoka, "Herstellung der japanischen magischen Spiegel und ErkHirung der magischen 
Ersch巴inungenderselben”， Annalen d巴rPhysik und Chemie, XXII, 246～252 (1884). 
6) Hanichi Muraoka, "Ueber den japanischen magischen Spiegel", Annalen der Physik und Chemie, 
XXV, 138～140 (1885〕．
7) W. C. Rontgen, "Ueber ein巴 neueArt von Strahlen", Sitzungsberichte der Wiirzburger Physik-
medic. Gesellschaft, 132～141 (1895). 
8) J. J. Thomson, "The R凸ntgenRays”，Nature, LUI, 391～392, 581～583 (1896），をはじめ， Nature
の Vol.53 (Nov. 1895～Apr. 1896）にはレントゲγのX線発見直後からの学界への大きな反響を示す多
数の論文がJ＆滅されている。
9）今市正義， Jj( 三正，”本邦におけるX線の初期実験”，科学史研究， 16号， 23～32(1950）。
10）事1陵史編集委員会編，「や｜！陵史一第三高等学校八十年史」， 374～375，三高同窓会発行（1980）。
11）日本物理学会編，「日本の物理学史」上， 209～214，東海大学出版会 (1978）。
12）“Memoirs of the College of Science and Engineering, Kyoto Imperial University", Vol. I (1903 
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I 博士後期課程 ｜ 
研究科 修士課程 卜一一一一 l 一一一｜
｜入学 ｜進学 ｜
名 名｜文学研究科 1 66咽 13 64 I 
教育学研究科 ｜ 16 I 0 I 14 
法学研究科 1 21 I 1 I 14 
瓦函問削 201 6 r-20-
理学研究季ト｜ 189 8 105 ｜豆F竺主J三三｜コ~i工二
薬学研究科｜ 38 I o 15 I 
工学研究不十｜ 594 I 16 65 I 


































































































































1講義分 1,500円 I1回のみの受講から 5団連続の受講1












































































































































































部 ｜助教授 ｜桜井正一郎 ｜連合王国
胸部疾患研究所 ｜助教授 ｜和田洋巳 ｜結〆，ドイツ連邦共
ウイルス研究所 ｜助手 ｜伊藤維昭｜アメリカ合衆国
数理解析研究所 ｜助教授 ｜三輪哲二 ｜アメリカ合衆国
ヘリオトロン核

























区分 ｜受入部局 ｜ 招へい学者名 ｜国名 ・所属機関及び職名 研 究 題 目
文 学 部 Michel Soymie フランス ・フフンス高等 中国文献学特に敦態学研究院教授
文 品寸ιー 部 Pierre Pachet フランス ・パリ第7大学 フランス文学 ボードレール政治と文助教授 '!f:. 
アメリカ合大授衆学国 ・カリフ 財“世政学界 機国家論”財政危機ぴと本国経家論済” 経済学部 James O’Connor ォノレユア サンタクノレ 危とアメリカ及日ーズ校教
理 A守崎」 部 David L.G. カナダ・ゲノレフ大学教授 魚の類生生態態・学行動サ・遺ケ科伝学を中心とする魚類Noakes 
オフンダ ・グローニンゲ
医 Aそf: 部 Tieerd de Graaf ン・ファンデリークス大 音声科学代用音声の研究
一般 学教授
フランス ・ルアン国立応 エネルギーシステム及けびプロセス工学工 ふ守崎ー 部 Gerard Gouesbet 用科学研究所教授 光熱学流体的システムにお る流動と粒子の診断
工 A寸~与－ 部 Svatopluk Poljak チェコスロパキア ・チャ 離強散数学行列及びハイパーグフフのーノレス大学教授 ユニモジュラ性に関する研究
工 A寸叫ー 部 Robert G. Parr アメリカ合衆大学国教・ノース 量学子の化新学展開密に度関行す列る研法究を用いた量子化カロライナ 授
教 養 部 L.G. Black 連合王A国寸aー． ・オックスフォ 英文学 ルネッサンス英文学一般ード大講師
基研礎物究理学所 Janusz Wilczynski ポーランド ・ス教ウ授ィエノレ 研原子究核物理 重イオン核反応に関するク原子核研究所
-686ー
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区分 ｜受入部局 ｜ 招へい学者名 ｜国名 ・所属機関及び職名 ｜ 研 究 題 目
経済研究所 Carolyn Pitchik カナダ・トロント大学助 経業組済織学論（数並理び経済学） 経済理論， 産教授 にゲム論
一般
数理解析研究所 Christian Fronsdal 
アメリカ合大学衆国 ・カリフ 数研理究物理学 共形不変な場の量子論のォノレニア ロサンゼル
ス校教授
経済学部 許 粋 苦日 大教韓授民国 ・忠商大学校副 朝〉鮮近日代史 両大戦間期 (1920～30年代 本・朝鮮の労働問題
若手
研究者 理
戸す叫〕 部 女リ 宏 ，τじt、 学中華助人手民共和国 ・笈旦大 生物物理学生態膜の動的構造と機能




所属・職名 ｜氏 派 透 目 的
援す野1笹井宏益I~~9-14～63. 9.27 総問高長等し，に随各育機行制度関してのイタ リ運ア国営等体制の高，等学教術研育究・研の究動機向関，及を訪び教 の状管理況等・について視察 ・調査する。
ドイツ古Lに書参て協芸列輔の需主共の謀大に ・喜重機関における鶏年総 育の の実 し， との長 西島安則 63.10.30～63. 1. 6 教念流につ 流議すると 学，ケノレン意大学見本創交学立600周 記交
式典 し，各国 長等と 換を行う。
謀庶務長部庶補務課佐 ｜磯 閉 潔 163.10. 30～63. 1 !.61 総機長関にの随管況理等行し・運て営ド体イ視制ツj連察， 邦高共等和教国育制の諸度大，及学をび学訪術問国し，際各交
流の状等について ・調査する。
委良国際交員部流委員会 I I I 本学における国際交流を一層活発化すると共に，その体
長授 川 島 良 治 63. 10. 31～63. I!. 9 制の整備 ・充際実交をはかるため，米国高等教育 ・研究機関
学教 における国流活動を視察し，突情を調査する。
庶 交交務流流課部課 I I ｜ 国際交流委員し会，委研員究長者に・留随学行して， アメリカ合実情衆国の術諸国国際際 及川三千男位10.31～瓜1.9 大学を訪問，交 生受入れ組織の ，学 ｜ 
長 ・教育の国際流状況等について視察 ・調査する。
｜ ｜ ｜ タイE …！~イ川村ア同学し 富の経 課 ～ 学術究機関の財 度及び施設等の実について査
主叩主計長小林武蒔 63.1. 10 63. 1. 21 し，併せて本学東 ジア研究センター現地連絡事務所
の管理 ・運営状況 察する。










































延 2,033. 40 m2）の新営工事が完了し， 3月27日
（月）に竣工式及び祝賀会が本センター協議員，
運営委員をはじめ関係各位約80名の出席を得て挙
行された。
竣工式は新宮建物の会議室において午前11時か
ら始まり ，加藤進超高層電波研究センター長の挨
拶及び大矢誠施設部長の工事経過報告の後，沢田
敏男日本学術振興会会長から祝辞が延べられた。
引き続き，祝賀会が｛をされ，前田憲一本学名誉
教授の祝辞，喜連川隆前電子情報通信学会副会長
の発声で乾杯し，なごやかな雰囲気のうちに午後
1時閉会した。
本研究管理機は宇治地区研究所本館南棟を西側
に延長する形で建設された5階建の建物であり，
完成した超高層電波研究センター研究管理棟
超高用電波研究センターは 1階から 41併までの部
分を使用している。管理部門である事務室及び会
議室，図書室等は 1階にあり，センタ一長室及び
計算機室は2階にある。研究室及び実験室は 3,
4階部分に配置している。本建物の玄関ロピーの
壁面には，幅4m ，高さ1.8mの陶板に鮮やかに
写し込まれた尾形光琳作の紅白梅図が美しく飾ら
れている。
本建物の最も大きな特徴は，多くの計算機を有
機的に結合するローカルエリアネットワーク（L
AN）に積極的に対応した点である。建物内には
イーサネット用同軸ケーフ’ル網が張り巡らされて
おり，各々の研究室，会議室及び事務室等の壁面
には電源や電話のコンセントと並んでイーサネッ
ト接続用の「情報コンセント」が 1つ取り付けら
れている。これによってワークステーションやパ
ーソナルコンピュータ等を簡単にLA Nに接続す
ることができる。 現在，本センターLA Nにはホ
スト計算機として富士通製スーパーミニコンピュ
ータ及び UNIX系ワークステーション 9台が接
続されている。また約25台のパーソナルコンビュ
ータが接続されており，ここから計算機端末，文
占作成印刷，テレックス送信，電子メール等の機
能を利用することができる。さらに，専用回線を
用いて信楽 MU観測所の LANと接続されてお
り，相互に計算機の利用が可能である。全学ネッ
トワークの KUINSとの接続が先日行われたが，
これによって例えば本部地区の協力研究室との計
算機相互利用やデータ交換等が可能になると期待
される。
（超高層電波研究センター）
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